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唾液ニコル血液型検査二就テ

附・第9師團山砲第9大隊兵員ノ血液型

金澤醤科大學法書學教室（古畑教授指導）

  上  道  清  一

  正  木  信  ．夫

    （昭和g年7月24日受附）

（本編ノ大要ハ昭和6年3月第16次日本法圏學曾総督二於テ嚢表シダ〕一

8   次

1 緒  言

2、検査方法

3．檎．査成績

 （1〕血球ニコル血液型糠査

 （2）唾液ニコル血液型検査

4．緒  論

 文  猷

1．緒   言

 条等ハ嚢二正常睡液内二属種並二異種血球凝集素ノ存在ヲ確認シ，更二該凝集素ノ性状ヲ

明カニシタ．而シテ之ニヨリ充分血液型ヲ李淀シ得ルモノデアツテ，唾液ニコル本検査方法

ハ血液型ヲ定メル際二推賞スル二足ル補助方法デアルコトヲ述ベタ．

 タマタマ當時ノ第9師團山砲第9大隊附角因（員一）軍繋正ヨリ同大隊兵員ノ血液型検査ヲ

依頼セラレタノデ血液ト唾液トヲ採取シ，唾液内凝集素ノ護明ニコル方法ト吉田氏法トヲ併

セ行ヒ，血球ニコル血液型トヲ比較シテ，唾液ニコル血液型検査ノ慣値皇就テ考察シ，從來

殆ンド顧ラ1／ナカツタ虚ノ唾液内凝集素ヲ検索スル方法モ亦吉田氏法ト略々同程度二慣値ア

ルモノナルコトヲ鋼ツタ．以下ソノ成績ヲ記述シテ諸賢ノ御批判ヲ抑グ次第デアル．

2．検 査 方 法

 1．血液ニョル検査．橡査當目検査場ニテ『アルコール綿ヲ製テ清拭シダ耳朶ヨリフランケ針ヲ貝テ採血

シ，数室所蔵ノ標準血漬ヲ用ヒ，二穴ホールグラスJニヨツテ血液型ヲ検定シ外

 2．唾液ニコル検査．各姓名ヲ明記シダ試験管二威ルペク食事ノ中間ヲ選ソデ唾液ヲ採取セシメ，教室

二持チ爵リ氷室内二静置スル．雨後凝集棄淺ハ上清唾液ヲピベットヲ皿テニ穴ホールグラス」上二2－3

滴ヅ・滴下シ，ソレニ約1％ノA型（上○）B型（正O）血球浮游液ヲ左右二1滴ヅ・加へ約30分間放置シダ

後反騰ヲ横シダ．

 叉一方残リノ唾液ヲ皿テ・吉田氏法二従ヅテ・血液型ヲ定メタ．

・τ他】
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3検査成績
 （1）血球ニコル血液型検査

 検査総数ハ535人デ内0型165人（30．84％），A型21～人（39．63形）ゾ軍型113人（21．12％），

AB型ヰ5人（8．41％）デアヅタ．（第1表）

 出身縣別二分類スルト第2表ノ通リデアル．

人種系藪（雛会饒）ハ叫ウ…ツシュノ算式目1・・…ヲ算出スレバ

・＝5，553p＝2．8〃q＝i．630

第  一  表

中醐1・ A 言「・・ 言十

一中1・・ 42 グ・ 90

二申1・・ 34 ・・ ｢ 92

四申 35 24 ・1い1 91

五申 23 36 ・・ ｢ 89

七申 25 37 ・・ 堰E 86

八申 28 39 ・・1・ 87

工65 ・・… い・ 535
計

洲・蝸1・u・1脚 100．00

第   2  表

 血

@液p 型
@別

O A 把 ＾E 計

實敷 ％ 賓敷 ％ 貢敷1％ 實鮫 ％ 實敷 1％

富 山 56 ㈱i・・ ㈱1 ・・1・制i 20 …1 ・1・lm・・

石 川 60 醐1・・ 舳・i・・1・・2リ・ 側11・・lm①④

繭 弁 工5 舳い・ 鮒11・1螂i・ 蝸1・・1・岬

滋 貿 14 鮒い・ …11 ・i 1…1・ ・棚1・・い・…

岐阜1・・ ・・ギ2・ ・螂1・・1 ・…1 6 ・剛価1・・…

計1… 30．84 212 鮒1・・1 ・・皿1・・ ・・リ…」 loo．④o

 （2）唾液皇コル血液型検査

 唾液ノ凝集素法ト吉田氏法ト三ヨツテ血液型ヲ検査シタノハ5科人ヂアツタ・ソノ結果ハ

凝集素法ト吉田氏法ト血球法トノ結果ヲ比較勤蝋シテ見ルト（第3表）唾液探最後3日経過後

検査シダ158人一献テハ唾液二㍗レ手ノバ両者同結果トナリ塵カ「O型トA型トノ間目1

例ヅ・誤リカアヅタノミデアル．從ツチ唾液探取後3日以内二検査ス1ノバ大騒二於テ誤リバ

少ナイモノト恩ヅテヨイ．

               ポ納】



唾液呈コル血液型穣査’就テ 鉱

 4日経過ノ唾液204人昌就テ〈古田氏法皇ョッテモO型ト出ル傾向ガ可ナリ多イ様デアル

ガ。凝集索法昌ヨッテハ0型，AB型トナツテヰルノガ多イ．5日及ビ6日経過ノ唾液皇於

デモO型トナル率ガ比較的多イ。殊二凝集素法ニテハ0型，AB型ト出ル率ガ多イ．釜誰

昌就テ青ヘバ吉田氏法デハ血球渋ヨリモ0型ガ多ク，A型ガ少ナイガ，凝集素法チハO型

AB型ガ多ク，A型，B型ガ少ナク現ハレテ居ル．
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t目
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@ 日
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g田氏法
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 之ヲ血液型別二検討スルト（第4表）O型デハ吉田氏法皇ヨッテハ98．13％一致シタガ，3

例（i．87名）ノ誤孚日ガアリ，凝集素法デハ95．6％一致シ，ク例（4．40％）ノ不一致ガァヅタ．

 A型二於テハ吉田氏法デハ93．60劣一致シ，O型ト誤孚咀サレタノ別2例（5．91劣），’AB型ト

現ハレタノガ1例（0．9棚）アッタ．凝集素湊デハ91．63％一致シ，0塑咄タノガ9例（4．43

％），AB型ト誤制サレタノガ8例（3．94％）アッタ．

 B型二於テハ音田氏法デハ99．07％一致シ，O型ト出タノガ1例（0．9拓）アッタ．凝集素

法デハ。8η2％一致シ，O型ト誤李肋レタノガ6例（5・61劣），AE型ト現～・レクノガ5例（46

秘）アッダ．

 珊型デハ吉田氏法デハi例（2．2椀），B型ト出タノミヂ他ハ皆血球ニコル血液型トー致

㌣夕．凝集素法デハ44例全部一致シダ．

 之ニヨルトA型式ハB型ノ唾液ガ0型ト誤判セラレル場合ガ多イ様デプル．殊二凝集素

法デ検査スルトO型．AB型ト誤制セラレル率ガ多クナル．之ヲ要スル皇血球法ト吉田氏

                  【頸】
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第  4  表

土 遣・正木

血液型’

0

160

A

203

週

107

A皿

44

吉田氏法
唾液型
   實敷1・

凝集撃法
實 敷  ％

Ωい・・

…  1
B     1

・…1…1・珊

脳1・i…
1・剛・1雌

・・ P・1
計 …1

・1・1訟
肌・。1・・川㎝・。

0 1・1列・」棚
A

丑

・・ v
計

O

A

B

珊1

…1舳11・・j・雌

・1・1・1・
・i… 8  3．94

…lm・・1…m・・
・い・・1・1…

・1・1・ ・
1・・1・畑」・・1・…

・1・1・1蜥
計 …い・…1…1・・…

O ・1・1・ ・
A ・1・1・1・
E ・」…1・1①
・・ P・・」・…い・い㎜

計
・・1・・…1・・1・・・…

法トー致シダ率ハ514例中496例デ（96．50

％），凝集素法ト血球法トハ514例中479

例一致シダ（93．19％）．

 以上ノ3種1ノ方法ハ理論的ニハエ00％

一致シナケレバナラナイ講デアルガ，賓

際ハ前述ノ如ク吉田氏法モ凝集素法モ血

球法ト何レモ5－6％一致シナイモノガ

アッタ．

 然ラパコノ不一致ハ實験誤差ニコルモ

ノデアルカ，或ハ唾液内ノ型特異性物質ノ

含有率ガ僅少ナルガタメ（所謂N丘・ht汕s－

SCト・id・r）デアラウカ．唾液ハー般二粘

欄デアヅテ之二血球ヲ加ベルト凝集素ガ

無イニモ拘ハラス血球ガ凝集シダ様二見

エルゴトガアリ，又凝集素ガアッテモ眞

性ノ凝集反騰ト便性凝集反騰トノ厚別ガ

困難ナ場合ガアル．

 依ヅテ余等ハ前實験二於テ血球ノ型ト

ー致シナカヅタ唾液ノミヲ再検スルコト

ニシタ．

 前實験二於テ不一致デアヅタモノハ次

ノ如キモノデアル．

 （1）血球法ト吉田氏法トハー致スル

ガ，凝集素法トハー致シナイ毛ノ 18例

 （2）血球法，凝集素法ハー致スルガ

吉田異法トハー致シナイモノ 6例

 （3）唾液ニコル2法ハー致シタガ，血球法トー致シナイモノ 6例

 再検ノ結果ハ次ノ様デアル．

 （1）18例中前ノ凝集素渉ノ判定ガ課リデアヅタコトヲ護見シ，血球型トー致スル；至ヅ

タモノガi6例アリ残リノ2例中工例ハ血球法及ビ吉田氏法デハO型ト判定サレタガー唾液

内二凝集素ヲ讃明スルコトガ出來ナイタメAB型ト判定サレタモノト，今i例ハ吉田氏法及

ビ血球法ニコル前判定ガ譲リデアツテ血球ノ再検査ニヨヅテ前ノ凝集素法ノ孚碇ガ正シカヅ

タコトヲ夫ロツタ．

 （2）血球法ト凝集素法トハー致シテ吉田氏法ガー致シナカヅタ6例二就テハ再検ノ結果

5例マデハ前實験ガ誤リデアルコトヲ護見シタガ，後ノ1例ハ吉田氏法デハO型ト出テト

                  【96】
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ウシテモ血球型トー致スル皇至ラナカツク．

 （3）唾液ニョル2法ノ制定ガー致シ，血球法トー致シナカツク6例皇就テハ，先ヅ唾液

ヲ再検シダ結果1例ハ唾液ノ前判定ガ誤ヅテヰタコトヲ護見シタガ，残リノ5例ハドウシテ

え血球型トー致シナイ．ソコデ余等ハ血球ノ再検ヲ行ツタ慶前實験ノ血球ノ検査ノ方ガ誤リ

デアツテ，唾液法ノ判定ガ正シカヅタコト．ヲ護見シダ．（但シ，前掲ノ第1，2，4，5表

ノ血液型ハ訂正後ノモノデアル）

 師チ再検査ノ結果ハ何レノ方法皇ヨルモ略々完全二近イマデノ組成績ヲ得夕．但シ，凝集

素法主於テ再三検査シテモ血球型二一致シナヵヅタノガ1例アリ，叉吉田氏法皇於デモ血球

型単一致シナカヅタノガー例アッタ、而シテコノ例二就テハ余等ハ毒三検査ヲ反復シテ見タ

ガ，内1例ハ血球法チハ0型デアルガ，凝集素法デハ唾液内凝集素ヲ謹明スルコトガ閉來

ナイノデAB型トナリ，叉］例ハ血球法及ビ凝集素法デハA型デアルガ，吉田氏法デハA

型質ヲ譲明スルコトガ拙來ナカツタノデァツテ，之ハ検査ノ方法ノ不良或ハ技術ノ不熟練阜

ヨルクメデハナク，唾液内昌排泄セラレル塑物質ガ僅少弐ハ鰍如シテヰテ謹明出來ナカツタ

モノ節チ佐々木（計）Schi伍等ノ所謂Ni・ht・u・scheidor二相當スル毛ノデアルカ÷知レナイ．

 伯コノ實験二於テ血球法皇ョル検査ノ孚淀ト唾液法皇ョル結果トガー致シナイタメ再検ノ

結果壁液ニコル判定ノ方ガ正シクテ，血球ニコル判定ガ聞違ツテヰタコトヲ護見シダ例ガ6

例アッタ．師チ血液型ハ血球二就テ検査スレバ相當ノ注意サベ怠ラナケレバ殆ンド誤リナク

制定シ得ラレルモノデアルガ，本検査ノ場合ノ如クー時二多人数ヲ家カラ家ヘト検査スル時

ハ向モ誤リノ生ズルオソ1ノアルコトヲ注意シナケレバナラナイ．マシテ多藪ノ人ラー時二唾

液法皇ヨリ検査スル時ハソノ間二多少ノ誤差ヲ生ズルコトハ考慮シナケレバナラナイ．

 從ツチ血液型ノ検査ハ充分ノ知識ト熟練シダ手ト目トヲ以テ愼重二血球二就テ検査シ同時

二新鮮ナ唾液二；就テ凝集素法、吉田氏法ヲ併セ行フナラバソノ誤差率ヲ遼カニ少テクスルコ

トカ出來ル．可能ナラバ更二血清皇ヨリ血清内同種血球凝集素ノ検索ヲ行ヘバ益々確實性ヲ

増スデアラウ．

 者シ，唾液ノミニテ血液型ヲ検査シャウト思フ時ハ吉田氏法ノミヂ決定スルコトナク，同

時生凝集素法ヲモ合セ行フナラバ，アル程度マデハ血液型ノ判定ヲ誤ルコトヲ防ギ得ルト思

フ．

 從來唾液皇」コル血液型検壷ト言ヘバ直テニ唾液内凝集原ヲ謹明スル吉田氏法ヲ思ヒ，凝集

素法ハアマリ顧ラレナカッタ感ガアルガ，前述ノ如ク凝集素法皇ヨッテ毛血液型八制定シ

得，ソノ憤億二於テ吉田氏法ト殆ンド優劣カナイモノデアル．

4 結   論

1．条等ハ金澤市第9師團山砲第9大隊兵員535人ノ血液型ヲ槍シ，家ノ結果ヲ得夕．

0型165人（30－8悔），A型212人（39．63％），

児型H3人（21．12名），A丑型45人（8．41％）．

                 【97】
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 人種系数1．61，P＝2，817，q＝1，630，r＝5，553．

 2，514人ノ兵員ノ唾液ヲ採取シ，6日以内二吉田氏法及ビ凝集素法鳥ヨヅテ血液型ノ検査

ヲ’行ヅタガ，吉田氏法チハO型，凝集素法デハO型．AB型ト誤認セラレタモノガ5＾6

％アッタ．

 5．1回検査ノ結果ハ，吉田氏法デハ96150名，凝集素法デハ93・19％ハ血球法ニコル判楚

トー致シダ．更二百楡ノ結果ハ吉田氏法皇於デモ，凝集素法二於テ引例ヅ・ヲ除ク他ハ艦

テー致シダ．

 4．唾液ニコル血液型稔査中 凝集素法ハ從來簸リ顧ラレナカツタガ，新鮮ナ唾液ヲ使用

スレバ甚ダ良好ナ威綾ラ得，ソノ慣値ハ吉田氏法ト優劣ナキそノトシテ推賞シ度イ、

 5．血液型検査二際シテ血球型ノ検査ノ他二唾液ニコル検査（凝集素法，吉田氏法）ヲ併セ

行フコトハ血液型孚”定ノ誤差率ヲ少ナクセシムルモノデアル．

 確實ナ血液型ノ孚淀ヲ必要トスル場合ニハ血球ノ検査，血清ノ瞼査，唾液型ノ検査（凝集

素ノ護明ト液性凝集原ノ護明）ヲ行フ必要アルコトヲ主張シ度イ．

 条等ハ血液型ノ法書學的孚口定二際シテハ血液型ノ質的判定ヲ行ブト共二夏畠凝集原，凝集

素ノ量的検査（被凝集性，凝集素慣，吸着性ノ測定等）ヲ行ヒ，更二異種血球凝集素ノ型的差

異ノ顯著ナル血清ヲ選シデ人血球二作用セシメル等血液型ノ判定二誤リナカラシメンタメニ
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